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こどもの意見反映推進事業（対面実施）における教育庁テーマの資料に対する修正意見 

教育庁学校教育局生徒指導・学校安全課、WG 

小学生用資料 

ページ 原案 意見 修正案 

１  いじめを防ぐのは、とても難しいことです。

いじめは、誰もやらなければ起きません。でも、

いじめがはじまると、見てぬふりをしたり、我

慢したり、なかなか防ぐことができずに、広が

っていきます。 

 

・「とても難しいことです。」の１文から始まる

と解決方法を考えることがとても無意味な

気持ちになりませんか。 

・原案からは、「いじめる人」「見ている人」の

立場から書かれており、いじめ防対法の「い

じめられている人」の気持ちにより添うとい

う趣旨が伝わってこない。 

 いじめを防ぐにはどうすればいいのでしょ

う？のは、とても難しいことです。自分は、い

じめているつもりがなくても、相手が「いやだ」

と感じたら、「いじめ」になるため、相手がど

のように感じているのか、思いやりをもつこと

が大切です。 

２ Q いじめは増えてる？ 減ってる？ 

 

・いじめの認知件数は、学校がいじめかもしれ

ないと「気付いた数」であり、実際の「いじ

めの発生件数」ではない。原案のタイトルで

は、「いじめの認知件数の増加」＝「いじめ

の発生件数の増加」と誤った認識になりかね

ない。 

Q 本当にいじめはあるの？ 

２  北海道の学校調査で「いじめられた」と感じ

ている人が 10 年で約 10 倍に増えています。

一体、何が起こっているのでしょう。 

 ～（中略）～ もうひとつは、いじめを防ぐ

ために、大人とのお話やアンケートを丁寧にし

ていることなどが考えられます。 

・グラフの元になった調査は、学校に対して実

施した調査結果で、波線部は誤り。学校が、

行為の対象となった者の立場に立って、法の

定義に該当するかどうかを判断したもの。 

・面談やアンケートの実施は、早期発見の目的

で実施。 

 

 北海道の学校への調査で、「いじめ防止対策

推進法」で決められた「いじめ」にあてはまる

行為に気付いた件数は、10 年で約 10 倍に増え

ています。なぜ、こんなに「いじめ」に気が付

くようになったのでしょう。 

 ～（中略）～ もうひとつは、いじめを早く

見付けるために、大人とのお話やアンケートを

丁寧にしていることが考えられます。 
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ページ 原案 意見 修正案 

２  いじめに気が付くためには、まず「いじめ」

が何かを知ること。そして、いじめをすぐに発

見したり、伝えたえやすくするための仕組みが

必要です。 

・誤字  いじめに気が付くためには、まず「いじめ」

が何かを知ること。そして、いじめをすぐに発

見したり、伝えたりしやすくするための仕組み

が必要です。 

３ Q どうしていじめはなくならないの？ 

A いじめ防止対策推進法という法律があり

ます。 

・Qと Aが正対していない。 

・中・高校生版を踏まえてＡを記載。中・高校

生版の欄にＱとＡについて意見を記載。 

Q なぜいじめをしてしまうの？ 

A 不安や悩み、遊びやふざけ、自分がいじめ

られたくないという気持ちがあると考えられ

ます。 

３  その人が心身の苦痛を感じることがいじめ

です。人によっても感じ方が違うでしょうし、

人と比べてもあまり意味はありません。その人

がそう感じたら「いじめ」だと考えて良いので

す。 

 国が調べたところ、調査をした９割の人が

「仲間外れ、無視、陰口」をした、されたこと

があるとわかっています。つまり、ほとんどの

人がいじめたり、いじめられたりしているとい

うことです。 

 どうして人に苦痛を感じさせるようなこと

をするのでしょうか？ その原因を突き止め

ないといじめがなくなることはなさそうです。 

・「良いのです」のふりがなに誤字。 

・３段落目の書きぶりは、傷つける意図をもっ

たいじめを想起させ、強い立場の者から弱い

立場の者への行為や継続的に行われている

行為という、10 年以上前のいじめの定義が

感じられる。 

・法の定義では、親切心で行ったことも「いじ

め」に該当する場合があることや、いじめる

側が無自覚で行っていることに触れた方が、

児童の理解が深まると考えられる。 

 その人が心身の苦痛を感じることがいじめ

です。人によっても感じ方が違うでしょうし、

人と比べてもあまり意味はありません。 

 遊びのつもりや、ふざけているつもりでいじ

める人もいるかもしれません。親切心で勉強を

教えたけど、その人が自分の力でがんばりたか

った場合は、「いやなことをされた」と感じる

かもしれません。 

 国が調べたところ、調査をした９割の人が

「仲間外れ、無視、陰口」をした、されたこと

があるとわかっています。つまり、ほとんどの

人がいじめたり、いじめられたりしているとい

うことです。 

 いじめる人も、不安や悩みを抱えていたり、

いじめていると思ってなかったりすることも

あります。 

 



3 

 

ページ 原案 意見 修正案 

５ そこにはいじめが起きない約束がありました。 約束という言葉だと、解決方法ではなく、単に

「人が嫌だと思うことはしてはいけない」「い

じめをしてはいけない」など、きまりやルール

的な文言しか出てこないと思います。 

そこには、いじめが起きないよう『ある取組』

がされていました 
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中・高校生用資料 

ページ 原案 意見 修正案 

１  いじめを防ぐにはどうすればいいのでしょ

う？ いじめは、誰もやらなければ起きませ

ん。しかし、いじめがはじまると、それを防ぐ

ことができず、見て見ぬふりをしたり、我慢し

たりして、いつの間にか広がっていきます。 

・原案からは、「いじめる人」「見ている人」の

立場から書かれており、いじめ防対法の「い

じめられている人」の気持ちにより添うとい

う趣旨が伝わってこない。 

 いじめを防ぐには、どうすればいいのでしょ

う？ 自分には、いじめているつもりがなくて

も、相手が「いやだ」と感じたら、「いじめ」

になるため、相手の気持ちを気遣い、思いやり

をもつことが大切です。 

２ Q いじめは増えてる？ 減ってる？ 

 

・いじめの認知件数は、学校がいじめかもしれ

ないと「気付いた数」であり、実際の「いじ

めの発生件数」ではない。原案のタイトルで

は、「いじめの認知件数の増加」＝「いじめ

の発生件数の増加」と誤った認識になりかね

ない。 

Q 本当にいじめはあるの？ 

２  北海道の学校調査で「いじめられた」と感じ

ている人が、10 年で約 10 倍に増えています。

一体、何が起こっているのでしょう。 

 ～（中略）～ もうひとつは、大人も、いじ

めを防ぐために、面談やアンケートをこれまで

よりも丁寧に実施していることなどが考えら

れます。 

・グラフの元になった調査は、学校に対して実

施した調査結果で、波線部は誤り。学校が、

行為の対象となった者の立場に立って、法の

定義に該当するかどうかを判断したもの。 

・面談やアンケートの実施は、早期発見の目的

で実施。 

 

 北海道の学校への調査で、「いじめ防止対策

推進法」で決められた「いじめ」にあてはまる

行為に気付いた件数は、10 年で約 10 倍に増え

ています。なぜ、こんなに「いじめ」に気が付

くようになったのでしょう。 

 ～（中略）～ もうひとつは、いじめの早期

発見のために、大人とのお話やアンケートを丁

寧にしていることが考えられます。 

 

２  いじめに気が付くためには、まず「いじめ」

が何かを知ること。そして、いじめをすぐに発

見したり、伝えたえやすくするための仕組みが

必要です。 

・誤字  いじめに気が付くためには、まず「いじめ」

が何かを知ること。そして、いじめをすぐに発

見したり、伝えたりしやすくするための仕組み

が必要です。 
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ページ 原案 意見 修正案 

３ Q どうしていじめはなくならないの？ 

A いじめる側の不満やストレスの吐口と言

われています。 

・国が示す「いじめの衝動を発生させる要因」

のひとつですが、このAだと、それのみが要

因と受け止められかねない。また、その背景

に、いじめる生徒の不安や葛藤、劣等感、欲

求不満などが潜んでいることが少なくなく、

いじめる側の悩みを取り上げることが重要

と考える。 

Q なぜいじめをしてしまうの？ 

A 不安や悩みなどのストレス、遊び感覚やふ

ざけ意識、自分がいじめられたくないという気

持ちがあると考えられます。 

３  いじめの定義は、いじめ防止対策推進法に定

められています。その人が心身の苦痛を感じる

ことがいじめです。人によっても感じ方が違う

でしょうし、人と比べてもあまり意味はありま

せん。その人がそう感じたら「いじめ」だと考

えて良いのです。 

 国が行った調査では、調査対象の９割の人が

「仲間外れ、無視、陰口」をした、されたこと

があるとわかっています。つまり、ほとんどの

人がいじめたり、いじめられたりしているとい

うことです。 

 どうして人に苦痛を感じさせるようなこと

をするのでしょうか？ その原因を突き止め

ないといじめがなくなることはなさそうです。 

・３段落目の書きぶりは、傷つける意図をもっ

たいじめを想起させ、強い立場の者から弱い

立場の者への行為や継続的に行われている

行為という、10 年以上前のいじめの定義が

感じられる。 

・法の定義では、親切心で行ったことも「いじ

め」に該当する場合があることや、いじめる

側が無自覚で行っていることに触れた方が、

生徒の理解が深まると考えられる。 

 いじめの定義は、いじめ防止対策推進法に定

められています。その人が心身の苦痛を感じる

ことがいじめです。人によっても感じ方が違う

でしょうし、人と比べてもあまり意味はありま

せん。 

 遊び感覚や、ふざけ意識でいじめる人もいる

かもしれません。親切心で勉強を教えたけど、

その人が自分の力で解きたかった場合は、「嫌

なことをされた」と感じるかもしれません。 

 国が行った調査では、調査対象の９割の人が

「仲間外れ、無視、陰口」をした、されたこと

があるとわかっています。つまり、ほとんどの

人がいじめたり、いじめられたりしているとい

うことです。 

 いじめる側が、不安や葛藤、劣等感を抱えて

いたり、いじめているという意識がなかったり

することもあります。 
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ページ 原案 意見 修正案 

５ ある画期的な取り組み ・「画期的」とあると、何か特別な新しいこと

を考えないといけないと思うのではないでし

ょうか。「画期的」はなくても「ある取組」で

十分だと思います。 

ある取組 

 


